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種子争奪戦が
本格化する気配

世
界
中
で
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（Henry Kissinger

、
１

９
２
３
年
～
）
の
名
言
と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。 

た
だ

し
、
本
人
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
と
い
う
根
拠
は
な
い
。

「
食
糧
供
給
を
支
配
す
る
者
は
人
々
を
支
配
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支

配
す
る
者
は
全
大
陸
を
支
配
で
き
る
。
貨
幣
を
支
配
す
る
も
の
は
世
界
を

支
配
で
き
る
」
。

確
か
に
名
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
典
拠
が
ま
っ
た
く
示
さ
れ
ず
に
、
こ

の
種
の
言
葉
が
著
名
人
に
よ
っ
て
発
さ
れ
た
と
す
る
無
責
任
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ

の
書
き
込
み
を
、
無
批
判
に
引
用
し
て
し
ま
う
評
論
家
が
多
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
言
葉
は
、
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
ぴ
っ
た

り
符
合
す
る
。
今
後
、
世
界
の
国
々
が
、
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲
得
競

争
に
乗
り
出
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
そ
の
競
争
に
則
っ
て
、
欧
米
の
金

融
資
本
は
、
自
国
の
軍
需
産
業
と
と
も
に
、
莫
大
な
利
益
を
む
さ
ぼ
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
２
０
年
の
「
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ア
ー
」
賞
受
賞
者
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ム
ー
ニ
ー
（Christopher M

ooney

、
１
９
７
７
年
～
）
が

『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
に
投
稿
し
た
「
種
子
バ
ン
ク
」
に
関
す
る

論
文
は
、
将
来
起
こ
り
得
る
種
子
争
奪
戦
を
予
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

投
稿
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
な
ぜ
世
界
は
『
世
界
終
末
日
』
に
備
え

た
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
に
非
常
に
多
く
の
種
子
を
保
管
し
て
い
る
の
か
」
と

い
う
長
い
も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
拠
点
を
置
く
国
際
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
ク
ロ
ッ
プ
・
ト

ラ
ス
ト
」
（Crop Trust

）
と
い
う
財
団
が
あ
る
。
こ
の
財
団
が
、
２
０

０
４
年
以
来
、
世
界
中
の
い
わ
ゆ
る
「
遺
伝
子
バ
ン
ク
」

（G
enebanks

）
と
接
触
し
、
資
金
や
研
究
器
具
を
提
供
し
た
り
、
各

種
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
て
、
世
界
中
か
ら
多
様
な
種
子
の
遺
伝
子

を
蒐
集
し
て
き
た
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
と
、
86
万
種
以
上
の

種
子
が
、
北
極
圏
の
「
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
島
」
の
氷
で
閉
ざ
さ
れ
た
地
下

シ
ェ
ル
タ
ー
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

多
様
な
種
子
を
大
量
に
保
管
し
て
お
く
目
的
は
、
現
在
の
人
々
の
食
料

が
不
足
し
た
時
に
放
出
す
る
と
い
う
対
症
療
法
的
な
も
の
で
は
な
く
、
新

し
い
食
品
を
作
る
た
め
に
必
要
な
遺
伝
情
報
を
保
存
し
て
、
世
界
戦
争
と

か
深
刻
な
気
候
変
動
、
人
口
爆
発
等
々
に
よ
っ
て
、
世
界
が
終
末
の
危
機

に
直
面
し
た
と
き
に
、
激
変
し
た
環
境
の
下
で
も
生
育
で
き
る
新
品
種
の

食
料
を
創
り
出
す
た
め
の
研
究
用
に
使
う
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
２
０
０
４
年
の
開
設
以
来
、
５
億
ド
ル
も

の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

寄
付
金
は
、
米
、
英
、
独
、
イ
ン
ド
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
政
府
や

「
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
」
な
ど
の
幅
広
い
層
か
ら
提
供
さ
れ

て
い
る
。

確
か
に
、
こ
の
種
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
不
可

欠
の
前
提
が
あ
る
。

極
北
の
極
寒
の
氷
室
の
中
に
、
世
界
の
種
子
を
貯
蔵
す
る
こ
と
に
は
、

世
界
市
民
が
共
同
で
研
究
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
前
提
に
疑
問
符
が
付
く
事
件
が
２
０
１
５
年
９
月
に
生

じ
た
。
シ
リ
ア
の
ア
レ
ッ
ポ
に
拠
点
を
置
く
「
国
際
乾
燥
地
域
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
」
（IC

RD
A

）
と
い
う
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
集
め
た
種
子
を
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
に
預
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ

リ
ア
内
戦
が
激
化
し
た
た
め
に
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ベ
イ
ル
ー
ト
に
避
難

し
た
。
そ
の
際
、
ア
レ
ッ
ポ
に
保
管
し
て
い
た
種
子
を
持
ち
出
す
余
裕
は

な
か
っ
た
。
ベ
イ
ル
ー
ト
で
研
究
を
再
開
す
る
た
め
に
、
同
セ
ン
タ
ー

は
、
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
に
預
け
て
い
た
種
子
の
引
き
出
し
を
ク
ロ
ッ
プ
・

ト
ラ
ス
ト
に
願
い
出
た
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
引
き
出
し
要
求
に
応
じ
た
。      

こ
の
こ
と
は
、
種
子
の
国
際
的
協
同
保
管
と
い
う
大
義
が
、
い
ず
れ
崩

れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
乱
や
食
糧
危
機
が
世

界
中
に
蔓
延
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
有
力
国
は
競
っ
て
種
子
を
自
国
に
取

り
込
も
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ク
ロ
ッ
プ
・
ト
ラ
ス
ト
は
「
世

界
の
終
末
に
備
え
て
」
と
い
う
殺
し
文
句
で
、
世
界
の
研
究
所
の
賛
意
を

い
ま
の
と
こ
ろ
得
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
世
界
は
バ
ラ
バ
ラ
に
動
く
可
能

性
が
あ
る
。
事
実
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
種
子
バ
ン

ク
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

自
国
の
種
子
の
研
究
に
関
す
る
機
密
情
報
が
国
際
的
資
本
に
漏
洩
し
た

一
つ
の
事
例
を
示
そ
う
。

「
国
際
稲
研
究
所
」
（IRRI

）
と
い
う
ア
ジ
ア
で
最
古
か
つ
最
大
の
稲

の
種
子
研
究
所
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ロ
ス
バ
ニ
ョ
ス
に
本
拠
を
置

き
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
14
か
国
に
出
先
機
関
を
持
つ
著
名
な
研
究
所

で
あ
る
。
こ
の
研
究
所
は
、
１
９
６
０
年
に
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
と
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら
の
出
資
を
得
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
こ
のIRRI

が
、
同
じ
く
国
際
的
に
著
名
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
オ

リ
ッ
サ
州
カ
タ
ッ
ク
に
あ
る
「
中
央
稲
研
究
所
」
（C

RRI

）
を
解
体
し

て
、
こ
こ
の
研
究
成
果
を
秘
密
裏
に
得
て
、
あ
の
「
緑
の
革
命
」
を
実
現

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
心
的
に
動
い
た
の
は
、
「
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン

ジ
ー
農
業
大
学
」
（IG

A
U

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
学
は
、
多
国
籍
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
で
あ
る
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
と
提
携
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
今
年
の
１
月
17
日
に
上
梓
し
た
拙
著
『
「
協
同
労
働
」
が
拓

く
社
会

－

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
平
和
を
目
指
し
て
』
（
文
眞
堂
）
か
ら
引
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
典
拠
は
こ
の
本
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
。




